
 
都市計画法第３４条第９号川越市審査基準 

 

給油所 

１ 開発区域 

開発区域は、市街化調整区域内の現に供用されている国道、県道又はこれらの道路と接

続する幅員１２ｍ以上の市町道（国道又は県道と接続する箇所から１２ｍ以上の幅員が連

続する区間に限る。）（以下「対象道路」という。）に６ｍ以上接していること。 

 

２ 予定建築物等 

予定建築物等は、対象道路を通行する車両に揮発油、軽油、液化ガス等の燃料を給油充 

填等するための施設（以下「給油所等」という）である建築物又は第１種特定工作物とす

る。なお、次に掲げる施設を併設できることとする。ただし、当該施設が建築物であると

きは、給油所等である建築物（キャノピー以外のもの）と同一棟であるものに限る。 

（１）自動車の点検・整備を行う作業場 

（２）洗車場 

 

３ 予定建築物の敷地 

  予定建築物の敷地は、５００平方メートル以上であること。 

 

４ 都市計画との調整 

  総合計画等の土地利用計画に支障がないこと。 

 

５ その他 

  他の法令による許認可等が必要な場合は、その許認可等が受けられるものであること。 

 

   附 則  

この基準は、平成１５年４月１日から施行する。 

   附 則  

この基準は、平成１６年４月１日から施行する。 

  附 則 

この基準は、平成１９年１１月３０日から施行する。 

 


